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正
倉
院
御
物
を
拝
観
し
て
感
銘
の
敷
々

冊
に
稲
ふ
成
金
者
流
が
、
俄
か
に
系
岡
や
家
憲
家
賓
に
焦
慮
し
、
一
家
一
門
の
流
れ
を
故
ざ
ら
に
悠
久
に
し
、
格
式

や
勿
骰
を
附
け
ん
と
焦
る
や
う
に
、
某
隣
國
が
金
に
任
せ
て
、
何
か
に

tit
界
一
を
誇
ら
む
と
ず
る
も
、
新
建
國
の
悲
し

ざ
、
何
―
つ
時
代
も
附
か
ね
ば
氣
品
や
苔
も
生
へ
ず
、
憐
れ
見
榮
な
き
有
様
に
反
し
、
我
國
に
在
て
は
、
萬
世
一
系
の
―

神
々
し
き
皇
運
は
申
ず
も
畏
し
、
別
に
期
ず
る
所
な
く
、
自
づ
か
ら
な
る
現
象
に
於
て
、
恐
れ
乍
ら
歴
代
皇
陵
塔
を
始

示
し
得
る
数
々
の
中
、

め
奉
り
紳
代
御
陵
の
荘
厳
や
、
神
祉
と
云
ひ
佛
閣
と
云
ひ
、
或
は
地
中
埋
蔵
の
出
土
品
に
徴
し
て
、
容
易
に
冊
界
に
誇

正
倉
院
御
物
の
如
き
は
、
確
か
に
其
の
優
秀
費
貴
た
る
一
に
計
へ
奉
る
べ
き
を
信
ず
る
。

院
の
歴
史
を
知
る
人
は
疾
＜
熟
知
の
事
で
あ
る
が
、
元
東
大
寺
正
介
院
と
稲
し
、
天
平
勝
賓
八
歳
六
月
廿
―

H
は、

迎
武
天
皇
の
崩
御
し
玉
へ
る
七
々
日
忘
辰
に
し
て
、
光
明
皇
太
后
御
追
念
切
た
る
餘
り
、
天
皇
玩
好
の
御
遺
物
な
る
、

鷹
舎
那
佛
に
施
入
し
、
冥
幅
を
祈
ら
ぜ
玉
ひ
ぬ
。
之
れ
が
勅
封
倉
の
濫
縞
に
し
て
、
其
品
目
は
種
々
に
分
れ
て
其
の
品

敷
賞
に
幣
し
く
、
近
年
整
理
を

f
へ
目
録
に
掲
げ
ら
れ
し
も
の
、
賞
に
七
百
九
十
七
貼
に
及
び
、

は
六
七
十
口
に
逹
し
、
尚
ほ
整
理
未
清
慨
中
に
蔵
め
ら
る
＼
も
あ
り
。
紐
敷
容
易
に
窺
ひ
難
き
も
の
と
ず
。

懐

徳

栢

田

七

一
貼
中
品
敷
の
多
き

穣



所
在
は
東
大
寺
西
北
の
廣
場
に
し
て
、
倉
の
結
構
は
謂
ゆ
る
阿
冊
久
良
式
と
て
、
槻
檜
類
の
堅
材
も
て
紐
合
は
ざ
れ

二
階
造
一
予
行
に
分
れ
介
中
一
柱
た
く
、
又
一
釘
を
も
用
ひ
ず
と
云
ふ
。
東
側
に
廊
下
あ
り
、
三
介
各
一
雙
の
扉
あ
り
て

窓
た
し
、
床
の
高
ざ
紡
一
丈
餘
、
倉
外
四
方
明
け
放
し
に
し
て
、
何
等
垣
栂
の
設
備
た
し
。
介
内
階
上
階
下
と
も
―
―
一
方

井
に
中
央
に
棚
あ
り
豪
あ
り
、
隙
間
な
く
陳
列
せ
ら
れ
ガ
ラ
ス
戸
又
は
蓋
も
て
蔽
は
る
。
又
拝
観
者
の
盆
に
目
録
の
刊

申
ず
迄
も
な
く
正
倉
院
其
物
が
勅
封
に
し
て
、
開
閉
勅
旨
に
依
る
、
左
れ
ば
守
護
管
掌
手
績
の
、
諄
常
な
ら
ざ
る
言

を
佼
た
た
い
が
、
維
新
後
一
般
臣
民
に
示
ざ
せ
ら
れ
し
は
、
明
治
十
一
年
及
十
三
年
の
雨
回
附
堺
縣
管
轄
中
、
縣
令
税

所
篤
「
ナ
哲
の
素
皿
力
を
以
て
、
大
佛
殿
堂
内
に
開
催
せ
る
近
畿
勧
業
博
覧
會
中
、
特
に
蘭
布
待
其
他
一
部
の
御
物
出
陳
を

許
ざ
れ
し
こ
と
あ
り
。
常
時
餘
弱
齢
縣
吏
の
末
班
に
在
り
、
探
は
れ
て
衆
部
員
を
讀
督
し
、

七

守
護
の
重
責
任
に
常
り
し
は
幸
榮
の
極
で
あ
り
、
且
は
半
冊
紀
後
の
今
日
、
幸
に
拙
筆
を
介
院
の
上
に
染
む
る
戚
概
無

址
、
余
が
御
物
に
栄
敬
観
念
の
敦
厚
な
る
、
恐
れ
た
が
ら
寃
に
故
あ
り
と
申
ず
可
し
。
近
く
十
数
年
は
、
殆
ど
毎
年
秋

季
曝
涼
中
、
本
倉
不
案
内
の
有
資
格
者
を
誘
致
し
、
特
別
に
拝
観
を
允
許
ぜ
ら
れ
来
り
ぬ
。

御
物
は
主
と
し
て
奈
良
七
朝
の
精
粋
を
蒐
め
玉
ひ
、
聖
武
天
皇
の
御
遺
物
に
淵
源
ず
る
は
言
を
侯
た
ざ
る
も
、
中
に

は
遠
く
隋
唐
の
稀
品
を
始
め
、
飛
烏
時
代
に
百
清
國
王
の
将
来
品
の
一
と
息
惟
せ
ら
る
も
あ
り
妍
襴
衆
目
を
驚
か
す
宏

大
精
緻
の
も
の
あ
れ
ば
、

H
常
御
座
邊
の
一
微
物
も
あ
り
、
轄
た
祟
高
今
昔
の
戚
を
惹
き
、
欽
仰
追
諄
の
念
に
堪
へ
ず
。

正
倉
院
御
物
を
拝
翻
し
て
感
銘
の
数
々

行
あ
り
、
陳
列
番
琥
と
解
説
を
も
附
せ
ら
れ
あ
り
。

一
年
會
期
間
陳
列
の
儘
、



の
都
は
咲
く
花
の
匂
ふ
が
如
く
今
盛
り
な
り
」
と
太
宰
少
咸
小
野
朝
臣
を
し
て
、
奈
良
朝
の
盛
時
を
追
懐
せ
し
め
し
賞

況
の
左
な
が
ら
目
前
に
映
ず
る
が
如
き
息
び
あ
り
て
、
余
は
貨
に
既
往
十
餘
回
、
或
時
ほ
妻
を
も
具
し
、
拝
観
の
幸
榮

を
私
す
る
に
忍
び
ず
。
麓
く
は
憧
憬
の
怖
愈
々
切
な
る
、
江
湖
の
人
士
に
其
の
一
端
を
も
、
語
ら
ま
ほ
し
く
禁
じ
難
き

も
の
あ
り
。

品
種
の
細
目
に
就
て
は
多
種
多
端
、
到
底
限
り
あ
る
誌
面
に
素
皿
し
難
き
が
、
余
の
素
人
観
も
て
各
部
門
の
著
名
な
る

敷
貼
を
列
學
ず
れ
ば
、
枇
上
に
著
明
で
も
あ
り
、
且
は
前
掲
五
十
餘
年
前
、
奈
良
博
覧
會
に
特
許
出
陳
あ
り
し
蘭
奢
待

は
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
兜
改
め
の
場
、
足
利
将
軍
往
氏
が
義
貞
を
討
ち
、
其
の
兜
を
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
に
奉
納
ず
る
に
就

き
、
墜
谷
判
官
の
妻
顔
冊
が
兜
改
役
と
し
て
召
ざ
れ
て
、
其
の
日
上
中
に
も
述
ぶ
る
や
う
に
稀
な
る
名
香
に
し
て
、
本

名
黄
熟
香
と
云
ふ
。
曾
て
一
部
を
裁
り
足
利
義
政
に
賜
は
り
、
後
又
織
田
信
長
に
も
賜
へ
り
、

奈
良
行
幸
の
際
一
部
を
裁
ら
し
め
ら
れ
た
り
。
夫
々
各
箇
所
に
箋
を
附
し
て
之
を
示
ざ
れ
あ
り
。
ま
た
栗
器
類
も
随
分

多
く
、
中
に
は
今
日
使
用
法
の
明
諒
せ
ざ
る
も
の
ざ
へ
あ
り
、
跛
の
胴
も
陶
器
も
て
造
り
し
も
あ
り
て
、
最
も
珍
稀
な

り
と
承
る
。

黄
熟
香
は
他
の
全
浸
香
と
唱
ふ
る
御
物
と
共
に
、
古
来
名
香
の
中
に
敷
へ
ら
れ
、
蘭
秤
待
の
名
を
以
て
祉
間
に
宜
博

る
が
如
き
幸
榮
と
敬
虔
と
を
戚
受
ず
る
あ
り
。

拝
観
の
度
を
重
ぬ
る
毎
に
、
同
一
御
物
に
し
て
一
年
は
一
年
よ
り
、
新
し
き
戚
想
を
生
じ
、
辱
な
く
も
御
前
に
拝
侍
ず

懐

徳

余
の
如
き
斯
道
に
一
伐
眼
を
有
ぜ
ざ
る
も
の
ず
ら
、
「
土
円
丹
よ
し
奈
良

七
四

明
治
天
皇
治
冊
十
年



七
五

ず
。
蘭
併
待
の
字
霊
中
に
、
東
大
寺
の
三
字
を
包
含
ぜ
し
む
る
は
、
蓋
し
古
昔
博
識
の
佳
老
に
依
る
た
る
べ
し
。

蘭
は
東
に
従
ひ
、
東
の
字
と
梢
槃
れ
ど
も
大
同
小
巽
に
し
て
、
布
は
冠
に
大
の
字
を
、
又
待
は
偏
を
除
け
ば
寺
と
な
り
、

即
ち
東
大
寺
の
隠
語
な
り
。
本
品
は
煎
拭
三
貫
五
百
目
あ
り
。
凡
そ
名
香
に
し
て
賊
重
く
水
に
沈
む
も
の
を
沈
香
と
し
、

半
ば
沈
む
を
淡
香
と
し
、
沈
ま
ざ
る
も
の
を
苛
熟
香
と
稲
ず
と
云
ふ
。
全
淡
香
と
云
ふ
も
無
論
香
木
の
互
材
に
し
て
、

三
十
四
斤
あ
り
と
博
ふ
。
共
に
然
僭
國
方
面
の
所
産
に
し
て
、
本
邦
に
将
来
し
た
る
も
の
な
ら
む
。

次
に
窺
ふ
は
漆
鞘
又
は
堤
竹
鞘
の
杖

JJ
な
り
、
甲
ほ
凡
長
一
尺
九
寸
鞘
四
尺
六
分
、

乃
ち

乙
は
凡
長
二
尺
一
寸
六
分
、
鞘

五
尺
―
―
―
寸
四
分
と
ず
。
何
れ
も
金
銀
を
鍍
め
た
る
、
其
の
製
作
の
美
事
な
る
は
言
を
侯
た
ぬ
、
斯
か
る
御
用
品
を
以
て

も
、
時
冊
の
然
ら
し
む
る
所
と
、
列
準
の
御
雄
武
に
渉
ら
せ
玉
ひ
し
を
拝
察
す
る
に
餘
り
あ
り
。
阿
じ
く
御
杖
に
も
瑞

絹
杖
と
唱
へ
、
丁
字
形
八
角
辿
牙
の
荘
、
又
は
竹
形
紺
牙
撥
鑢
•
荘
杯
も
あ
り
。
或
は
玉
又
は
牙
の
尺
八
、
瑠
璃
杯
又
は

黄
金
瑠
璃
錆
1

今
云
ふ
七
賓
流
し
1

十
二
稜
鏡
を
始
め
、
各
種
賓
錢
幣
し
く
、
井
に
金
銀
平
文
琴
と
て
、
桐
材
漆
塗
、

面
は
金
銀
平
文
を
以
て
、
人
物
草
木
烏
隈
等
を
配
し
、
背
は
銀
平
文
を
以
て
雙
龍
花
舟
を
嵌
ず
る
、

七
絃
井
に
螺
釧
紫

檀
各
種
琵
琶
を
始
め
奉
り
、
柄
御
霞
履
と
て
御
罷
服
の
上
に
、
納
の
御
袈
裟
を
召
ざ
れ
た
る
場
合
に
用
び
ら
る
＼
御
履

に
し
て
、
緋
皮
造
銀
の
花
形
に
、
大
小
の
興
珠
を
嵌
め
、
黄
金
の
押
縫
あ
る
御
品
杯
、
何
れ
も
眼
も
眩
き
ば
か
り
た
り
。

特
に
有
難
く
拝
ず
る
は
、
天
平
腔
賓
八
年
六
月
よ
り
、
天
平
賓
字
二
年
六
月
に
希
る
間
の
獣
物
飯
六
巻
た
り
。
御
進

献
珍
賓
の
品
目
を
録
ぜ
ら
れ
、
紙
面
に
方
形
三
四
寸
な
る
天
皇
御
璽
を
鈴
せ
ら
る
。
共
の
多
き
は
一
帳
十
七
八
乃
至
四

正
倉
院
御
物
を
拝
観
し
て
感
銘
の
設
々



百
八
十
九
に
及
ぶ
あ
り
、
賞
に
紳
々
し
き
極
み
な
り
。
又
其
の
一
帳
に
光
明
皇
太
后
御
害
業
毅
論
あ
り
、
巻
末
に
天
平

十
六
年
三
月
「
藤
三
娘
」
の
御
自
暑
あ
り
、
惟
ふ
に
藤
原
不
比
等
公
の
第
三
女
に
在
す
を
以
て
な
り
。

殊
に
俗
間
に
名
高
く
、
且
は
趣
味
者
の
推
重
し
奉
る
は
、
「
烏
毛
帖
成
文
曹
屏
風
」
な
り
。

紙
本
無
文
、
烏
毛
を
押
伏
せ
て
文
字
を
成
ぜ
り
。
其
の
文
中
、

君
賢
臣
忠
、
：
・
…
父
栂
不
乙
竺
不
孝
之
一
ナ
明
君
不
＞
納
ニ

不
益
之
臣
丘
バ
あ
り
。
共
他
烏
毛
立
女
屏
風
と
て
、
樹
下
に
美
人
を
配
す
る
も
の
等
種
々
多
数
な
り
。
復
た
投
壺
矢
と

て
古
来
支
那
の
古
麗
器
、
後
ち
轄
じ
て
遊
戯
の
具
と
な
れ
る
あ
り
。
或
は
叉
漆
胡
樽
と
て
、
雙
方
漆
鐵
鑽
二
つ
宛
あ
り
。

沙
漠
を
旅
行
ず
る
と
き
、
水
を
多
祉
に
盛
り
略
舵
の
背
側
に
駄
載
す
る
も
の
も
あ
り
。

最
後
に
目
録
の
末
尾
に
、
古
裂
艇
芥
十
二
瓶
と
て
、
古
裂
斯
爛
の
細
片
粉
末
を
納
め
た
る
も
の
あ
り
。
如
何
に
古
来

よ
り
御
取
扱
上
鄭
重
厳
粛
を
極
め
た
る
か
を
拝
察
ず
る
に
足
る
べ
し
。
而
し
て
大
正
時
代
刊
行
正
倉
院
の
栞
に
掠
れ
ば

尚
ほ
多
敷
御
物
の
拝
観
場
所
の
関
係
杯
に
て
、
出
展
不
能
の
も
の
あ
る
ら
し
く
見
ゆ
。
由
来
如
斯
搾
貴
の
御
物
敷
千
百

品
が
、
僅
か
に
一
棟
の
木
造
倉
庫
内
に
納
ま
り
、
廣
表
な
る
園
内
に
在
て
、
千
敷
百
年
の
久
し
き
に
渉
り
、
殊
に
維
新

前
迄
ほ
格
段
の
守
護
や
、
除
災
の
設
備
杯
も
な
く
、
殆
ど
自
然
に
保
有
せ
ら
れ
し
こ
と
の
、
如
何
に
天
佑
神
護
の
厚
か

今
尚
ほ
扉
の
邊
に
根
跡
あ
り
。
ま
た
東
大
寺
は
治
承
四
年
重
衡
の
盆
に
、
永
緑
十
年
松
永
久
秀
の
盆
に
、
雨
度
兵
認
空
に

罹
り
し
も
、
隣
接
せ
る
此
の
勅
封
賓
庫
の
災
厄
を
免
れ
し
は
、
常
識
を
以
て
は
寧
ろ
不
思
議
と
す
る
所
、
勿
論
故
な
し

り
し
か
を
思
ほ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
か
も
紀
元
一
九
一
四
年
後
深
草
天
皇
の
御
宇
、
建
長
六
年
六
月
賓
庫
に
震
雷
あ
り
、

懐

徳

一
哄
六
扇
を
具
し
本
地
は

七
六



と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
嗚
呼
我
が
木
造
建
築
を
軽
説
し
、
且
つ
動
も
ず
れ
ば
幼
稚
視
ず
る
所
の
、
外
人
を
し
て
鵡
か
し
む

れ
ば
、
必
ず
や
容
易
に
値
じ
難
き
観
あ
る
べ
し
。
而
し
て
天
保
四
年
御
開
封
の
後
は
、
明
治
五
年
に
至
る
ま
で
、
紐
え

て
御
開
封
の
學
た
か
り
し
と
承
る
。

説
明
と
御
物
と
に
直
面
し
て
、
何
人
も
懐
く
所
の
紳
迎
悠
遠
な
る
皇
統
を
偲
び
奉
る
無
口
軍
の
戚
慨
は
芯
皿
き
ざ
る
も
是

れ
位
に
止
め
、

ざ
て
如
何
に
せ
ば
拝
観
し
、
平
素
の
憧
憬
を
果
し
得
る
か
ゞ
問
題
と
ず
。
御
先
例
に
依
れ
ば
征
年
十
、

十
一
月
中
爆
涼
の
広
、
二
三
週
間
勅
封
を
解
か
れ
其
間
約
十
日
位
内
外
匝
民
に
拝
観
を
許
ざ
る
。
其
の
規
程
や
手
績
は
、

九
月
中
旬
官
報
を
以
て
示
ざ
る
＼
も
の
と
ず
。

七
七

其
の
資
格
は
一
、
宮
中
席
次
第
四
階
以
上
の
者
及
び
其
配
遇
者
、
二
、
帝
室
技
疾
員
、
美
術
展
覧
會
審
査
貝
、
學
術

研
究
會
議
貝
、
國
賽
保
存
會
役
貝
及
委
員
等
、
三
、
本
邦
駐
剖
外
國
使
臣
等
に
て
、

以
上
の
外
宮
内
大
臣
に
於
て
學
術

技
藪
に
闊
し
相
常
の
続
歴
あ
り
と
認
め
た
る
者
に
は
、
特
に
拝
翻
の
許
可
を
典
ふ
る
こ
と
あ
る
べ
し
と
云
ふ
に
在
り
。

左
れ
ば
是
等
の
資
格
や
、
特
例
に
恰
常
す
と
思
ふ
向
は
進
ん
で
此
の
幸
榮
に
浴
せ
ら
れ
、
帝
は
に
祝
覺
鐙
識
の
慾
を
喜
ば

ず
の
み
な
ら
ず
、

一
麗
一
秤
深
く
敬
度
の
意
も
て
、
拝
観
す
る
と
共
に
、
辱
く
も
身
の
側
近
に
奉
仕
し
、
若
は
玉
座
に

択
尺
し
奉
る
の
至
誡
を
以
て
皇
運
の
悠
久
無
限
を
奉
頌
し
、
紳
な
が
ら
な
る
我
等
臣
民
の
冥
加
を
戚
じ
奉
る
と
共
に
、

益
々
報
國
盛
忠
の
赤
誡
を
練
り
、

以
て
祉
界
に
誇
り
得
べ
き
完
全
な
る
人
道
を
進
修
し
、
彼
等
詣
外
國
民
を
し
て
箕
心

よ
り
敬
服
ぜ
し
め
、
彼
の
自
稲
枇
界
一
の
高
鼻
を
挫
く
も
、
亦
以
て
一
快
事
で
あ
る
と
倍
ず
る
。

正
倉
院
御
物
を
拝
翻
し
て
感
銘
の
薮
々


